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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

 学生の進級・卒業認定，成績評価・単位認定に関しては，「学則」及び「第１学年から第３学年に

おける学業成績評価並びに進級の認定に関する規程」さらに「第４学年及び第５学年における学業成

績の評価並びに卒業の認定に関する規程」として，組織として策定されている（資料５－３－①－１

～２）。また，これらの規程は，毎年の学生便覧の配布や図書館，各教室への配布によって，常に閲

覧できる環境を整え全学生に周知している（資料５－２－②－５参照）。 

 各科目の成績評価・単位認定は，シラバスに記載された評価方法と基準にしたがって行われ，評価

シートにまとめて評価点が客観的にわかるよう配慮されている（資料５－２－②－４参照）。また，

試験問題や評価で使用される試験の答案，レポート等に対して一定期間保管している（資料５－３－

①－３）。各科目の成績評価に関係した資料は，教育点検評価委員会で点検し，教育改善委員会と教

務委員会で認定している。進級及び卒業認定は，全教員参加の「進級判定会議」及び「卒業判定会

議」で最終判定し，この結果を踏まえて校長が認定している（資料５－３－①－４～５）。 

 

観点５－３－① 資料一覧 

資料５－３－①－１ 進級・卒業認定，成績評価・単位認定に関する規程 

      （出典：：平成19年度 学生便覧，p.10，p.13） 

資料５－３－①－２ 第１学年から第３学年における学業成績評価並びに進級の認定に関する 

規程及び第４学年及び第５学年における学業成績の評価並びに卒業の認 

定に関する規程 

   （出典：平成19年度 学生便覧，pp.58～62，64～68） 

資料５－３－①－３ 試験問題等の保管 

      （出典：学生課資料） 

資料５－３－①－４ 卒業判定会議議事録 

      （出典：第１２回教員会議議事概要抜粋） 

資料５－３－①－５ 進級判定会議議事録 

      （出典：第１３回教員会議議事概要抜粋） 
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資料５－３－①－１ 

進級・卒業認定，成績評価・単位認定に関する規程 

（課程修了の認定等） 

第14条 全課程の修了の認定に必要な単位数は、167単位以上（そのうち、一般科目については75

単位以上、専門科目については82単位以上とする。）とする。 

２ 各学年の課程の修了又は卒業を認めるにあたっては、学生の平素の成績を評価して行うものと

する。 

 

（卒業） 

第26条 校長は、全学年の課程を修了した者には所定の卒業証書を授与する。 

（準学士） 

第26条の２ 本校を卒業した者は、準学士（工学）と称することができる。 

 

（出典：：平成 19 年度 学生便覧，p.10，p.13） 
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資料５－３－①－２ 
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資料５－３－①－２続き 
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資料５－３－①－２続き 
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資料５－３－①－２続き 
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資料５－３－①－２続き 
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資料５－３－①－２続き 

 

（出典：：平成19年度 学生便覧，pp.58～62，64～68） 
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資料５－３－①－３ 

 

試験問題等の保管 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－４ 
 

平成１８年度第１２回教員会議議事概要 

 

日 時 平成１９年３月１日（木）１５：３０～１６：００ 

場 所 会議室 

出席者  

    

 

議 題 

１．平成１８年度本科卒業判定について 

  教務主事から、卒業認定に当たっては一般科目７５単位以上、専門科目８２単位以上、累積１

６７単位以上の修得及び必修科目の合格が条件であるとの説明の後、資料１のとおりＭ科３９

名、Ｅ科３８名、Ｉ科３７名、Ｂ科３７名計１５１名全員が卒業要件に該当するとの説明があ

り、了承された。 

２．平成１８年度専攻科修了判定について 

  教務主事から、修了認定に当たって、専攻科会議で修了の原案が提出され、教務委員会で審議

し、資料２のとおり、機械電気システム工学専攻は１１名中修了要件未達成の１名及び休学の１

名を除く９名、物質工学専攻は７名中休学を除く６名が修了要件に該当する旨報告があり、了承

された。 

  なお、ＪＡＢＥＥプログラムの修了認定については、学位審査が不合格であった吉田祐一郎を

除く１４名について、教務委員会で承認した旨報告があった。 

 

（出典：第１２回教員会議議事概要） 

 

資料５－３－①－５ 
 

平成１８年度第１３回教員会議議事概要 

 

日 時 平成１９年３月１３日（火）１５：３０～１６：１０ 

場 所 会議室 

出席者  

     

 

議 題 

１．平成１８年度進級判定について 

 教務主事から、資料１により、進級判定について説明があり、１４名が進級認定基準に該当

しない旨了承された。 

 なお、担任は進路変更等について３月２２日までに教務係へ連絡する旨の依頼があった。 

２．平成１９年度前期学寮宿日直割振について 

 寮務主事から、資料２により説明があった。 

３．その他 

 

（出典：第１３回教員会議議事概要） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価・単位認定，進級・卒業認定は，学則や規定で明確に示している。これらは，学生便覧や

シラバスに明記され，学生に周知している。成績評価は，シラバスに記載された「評価方法と基準」

に基づき厳正に行われている。 
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 単位認定，進級認定ならびに卒業判定は，学則や規定と照らし合わせ，学年末の「進級判定会議」

及び「卒業判定会議」において全教員の参加のもと適切に実施されている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，基本教育目標の第一に「豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につ

ける」をあげ，教育課程ではそれに配慮し，人間の素養に直接関係する一般教育を重視している。教

育課程に特別活動として，１年生から３年生まで各年間30時間，計90時間組み込み，年間計画に基づ

いて毎週実施している（資料５－４－①－１）。その内容も担任の講話のほか，地元の名所・旧跡廻

りの校外研修，１年生の「性」に関する講演会，演劇鑑賞，サイエンス講話や１年担任会の決定によ

る特別講義，担任指導での学級討議や身近な集団での代表や役員の選出などクラス自治の訓練も行っ

ている。また，担任の裁量に任された特別活動の時間（表中の（担））を利用して，クラス友好・協

調性の育成や集団レクレーション活動のため，スポーツ用具，音楽ＣＤ，ビデオの貸し出しも行って，

多方面にわたる人間の素養の涵養を行っている。 

 人間の素養の涵養には，学校行事もまた重要である。本校では，校内体育大会，高専祭，特別清掃，

工場見学等を実施し，基本教育目標の実現の一助としている（資料５－４－①－２）。 

 

観点５－４－① 資料一覧 

資料５－４－①－１ 特別活動     （出典：教務委員会資料） 

資料５－４－①－２ 学校行事     （出典：教務委員会資料） 
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資料５－４－①－１ 

 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料５－４－①－２ 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 特別活動及びさまざまな学校行事を通して，人間としての素養を涵養する取り組みを行い，基本教

育目標の実現の一助となるように配慮している。 

 以上のことから，特別活動及び学校行事の実施によって人間としての素養が涵養されるよう配慮さ

れている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校は，「豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につける」を基本教育目標の

第一においている。その目標実現のために，授業のほかに，生活指導面で，教員向けに「学生生活指

導の手引き」を発行し学生指導の方針を明確にしている。教職員は，学生会，学生生活，交通安全，

進路指導等で指導方針を周知させ，担任活動や課外活動を通じて実践している（資料５－４－②－

１）。そのほかにも，教務委員会が日々の教室の掃除や年一回の特別清掃など身の回りからの整理整

頓を繰り返し指導している（資料５－４－②－２）。学生委員会は，学生会活動や高専祭，クラブ活

動などの課外活動を通じて，学生が自主的に計画を立て，活動の意義と任務をはっきりさせ，構成員

の志気を高め，集団行動できるような活動を大いに奨励している（資料５－４－②－３）。その活動

を通して広い視野と豊かな人間性の涵養を目指している（資料５－４－②－４）。 

 課外活動には数多くの学生が参加し（資料５－４－②－５），各種の大会で好成績をあげている

（資料５－４－②－６）。学校は課外活動を推奨し表彰規定を設け，特に優れた活動に対して表彰し

ている（資料５－４－②－７～８）。 

 

観点５－４－② 資料一覧 

資料５－４－②－１ 学生生活指導 （出典：平成19年度 学生生活指導の手引き，p.１） 

資料５－４－②－２ 特別清掃実施要項（出典：教務委員会資料） 

資料５－４－②－３ クラブ活動の奨励 

      （出典：鶴岡高専だより142号） 

資料５－４－②－４ 学生会の活動内容一覧 

      （出典：学生課資料） 

資料５－４－②－５ 課外活動参加状況 

      （出典：学生課資料） 

資料５－４－②－６ 東北地区高専体育競技結果 

      （出典：学生課資料） 

資料５－４－②－７ 学生の表彰に関する内規 

      （出典：学生課資料） 

資料５－４－②－８ 表彰状  （出典：学生課資料） 
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資料５－４－②－１ 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 学生生活指導の手引き，p.１） 

学
生

生
活

指
導

の
手

引
き
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資料５－４－②－２ 
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資料５－４－②－２続き 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料５－４－②－３ 

 

 

（出典：鶴岡高専便り 142 号） 
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資料５－４－②－４ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－４－②－５ 

 

課外活動参加状況 

 
（出典：学生課資料） 
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資料５－４－②－６ 

 

第 43 回東北地区高専体育大会競技結果 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－４－②－７ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－４－②－８ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，担任，学生委員会や教務委員会が連携をとって，学生の生活指導にあたり人間としての

素養の涵養が図られるよう配慮されている。また，学生が主体的に参加する行事も設けるなど，教育

の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られるよう配慮されて

いる。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，専攻科カリキュラムの構成方針の第１に「本科教育課程と直結させ，２年間で系統的で

効率のよいカリキュラム編成を行う」としている（資料５－５－①－１）。 

 専攻科の教育課程は，準学士課程の４年次から５年次の教育課程と連携を考慮した編成になってい

る。すなわち，機械電気システム工学専攻にあっては，機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学

科の，物質工学専攻にあっては物質工学科の，それぞれの準学士課程４，５年の教育課程と連携を考

慮した編成になっている。内容的にも，専攻科は準学士課程で学んだ専門知識を専攻科で深化，発展，

研究させるように位置づけている（資料５－５－①－２）。 

 

観点５－５－① 資料一覧 

資料５－５－①－１ ＪＡＢＥＥ教育プログラムの履修について 

        （出典：平成19年度 シラバス，p.16） 

資料５－５－①－２ 教育課程の体系性と科目別系統図 

        （出典：平成19年度シラバスより編集） 
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資料５－５－①－１ 

 

 

（出典：平成 19 年度シラバス，p.16） 
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資料５－５－①－２ 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 

 

 

（出典：平成19年度シラバスより編集） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程の体系性と科目別系統図に示すように，専攻科の授業科目は，準学士課程からのカリキュ

ラムの連携を考慮するように配置されている。以上のことから，準学士課程の教育との連携を考慮し

た教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科課程では，準学士課程の専門基礎科目を土台に専門共通科目および専門科目を配置し，学習

・教育目標に即して系統的，体系的，連携的に編成している（資料５－５－①－２参照，資料５－５

－②－１～２）。科目の単位は，必要とされる単位の半分以上を選択で取得できるようになっており，

ＪＡＢＥＥにおける工学（複合・融合）を目指すのに適切となっている。学習・教育目標Ａ）の達成

手段としては，専門をまたがる技術に接する機会として，インターンシップによって知識の統合によ

る多面的な構想力を養えるようにしている（資料５－５－②－３）。Ｂ）においては，環境科学，安

全工学などを配置し，省エネルギーや環境を意識した教育を行っている。また，専攻科研究では，研

究を通して学生の自発的学習能力や問題解決能力，創造性の発揮，計画的な仕事の進め方を育成し，

最終的に成果をまとめて発表する能力，論文としてまとめる能力を育成している。Ｃ）においては，

実践力を身につけるために，専攻や専門にとらわれずに機械系，電気電子系，応用化学系の基礎を学

べるように配慮している。Ｄ）においては，各専攻にあわせた専門科目を配置し，より高度な知識を

学べるようにしている。Ｅ）では，センサ工学のように他の分野の知識を必要とする境界領域の学問

を配置させ，幅広い対応力を身につけられるようにしている。Ｆ）では，コミュニケーション能力を

育成するために，専門英語，研究発表及び各工学ゼミを通して国際的な適応並びにプレゼンテーショ

ン能力の育成に配慮している。Ｇ）では，計画性，継続性，客観的な問題解決力を育成するために，

研究ノートの習慣化，ゼミ単位での発表・討議を通してこれらが身につけられるように配慮されてい

る。 

 

観点５－５－② 資料一覧 

資料５－５－②－１ 専攻科の授業形態 （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.33～34，37） 

資料５－５－②－２ 科目群  （出典：平成 19 年度 シラバス，pp.20～21） 

資料５－５－②－３ 学習・教育目標 （出典：平成 19 年度 シラバス，p.４） 
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資料５－５－②―１ 

専攻科の授業形態 
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資料５－５－②―１続き 

 

 
 

（出典：平成19年度  学生便覧，p.33～34，37） 
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資料５－５－②－２ 

科目群 
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（出典：平成19年度 シラバス，pp.20～21） 

 

資料５－５－②－３ 

学 習 ・ 教 育 目 標 

 

（出典：平成19年度 シラバス，p.4） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育課程の体系性と科目別系統図において，専攻科では準学士課程の授業科目を基礎にして，教育

の目的に照らして系統性，体系性，連携性が確保されている。また，教育の目的を達成するために授

業科目が適切に配置されている。 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 239 - 

るか。 

（観点に係る状況）  

 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望する学生には，20単位を超えない範

囲で専攻科における授業科目の履修と見なし，単位の認定ができるようになっている（資料５－５－

③－１）。他の高等教育機関との単位互換に関しては，山形県の大学・高専間で組織した「大学コン

ソーシアムやまがた」に加盟し，単位互換制度を作っている（資料５－１－②－１参照）。インター

ンシップに関しては，カリキュラムに当初から問題解決のために横断的な知識を必要とする実務現場

を体験させるため，総時間90時間以上の「インターンシップ」を設定している（資料５－５－③－

２）。また，共通専門科目に「経営工学」をおき，企業の経営戦略や社会的信用，最新の技術動向等

を学び，学術の発展動向や高専や高専生への社会的要請を配慮した授業を行っている（資料５－５－

③－３）。 

 社会からの要請が高い英語によるコミュニケーションについては，「総合実践英語」を必修として

配置し，ＴＯＥＩＣのスコアとして400点以上を目標においている（資料５－５－③－４）。 

 

観点５－５－③ 資料一覧 

資料５－５－③－１ 専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.89～90） 

資料５－５－③－２ インターンシップ （出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-36） 

資料５－５－③－３ 経営工学  （出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-29） 

資料５－５－③－４ 総合実践英語 （出典：平成 19 年度 シラバス，pp.S-７～８） 
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資料５－５－③－１ 

 

 
 

（出典：平成19年度 学生便覧，pp.89～90） 
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資料５－５－③－２ 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-36） 
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資料５－５－③－３ 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-29） 
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資料５－５－③－４ 
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資料５－５－③－４続き 

 

（出典：平成19年度 シラバス，p.S-7～S-8） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，他教育機関との単位互換制度の協定を結び，学生がより多くの専門科目の選択肢を得ら

れように配慮している。また，インターンシップを単位化し，各企業での業務体験を通じて実践的な

技術を学べるようにしている。また，共通専門科目として経営工学を設けていること，ＴＯＥＩＣの

受験を義務化していることなどから，学術の発展動向や社会からの要請等に対応した教育を受けられ

るようになっている。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

 専攻科の学習・教育目標に基づいて教育課程を編成している（資料５－５－②－１参照）。授業形

態は，一般科目と専門科目がバランスよく配置されている（資料５－６－①－１）。一般科目は講義

が中心，２つの専攻に共通で学際的な領域を含む「共通専門科目」も講義中心の科目を設定している

ほか，「専攻科研究」や「専攻科実験」を必修としている。専攻科生は少人数で，各人の問題意識や

研究テーマもちがうことから，おのずと少人数授業，対話・討論型授業になっている（資料５－６－

①－２）。問題解決的なフィールド型授業の「安全工学」では，講義の他に実際に工場へ出向き，現

場の社員との話し合いを通じて安全についての知見を深めるなど，フィールド型授業の特徴を生かし

たものとなっている（資料５－６－①－３）。また，「応用コンピュータグラフィックス」の授業な

どは，総合情報センターで行うなど情報機器の活用も活発である（資料５－６－①－４）。 

 

観点５－６－① 資料一覧 

資料５－６－①―１ 授業科目の開設状況   （出典：鶴岡高専探検記２００７） 

                      （出典：学生課資料） 

資料５－６－①－２ 受講者一覧   （出典：学生課資料） 

資料５－６－①―３ 安全工学   （出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-31） 

        （出典：学生課資料） 

資料５－６－①―４ 応用コンピュータグラフィックス 

        （出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-22） 
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資料５－６－①－１ 

授業科目の開設状況 

 

 

 

 

（出典：鶴岡高専探検記２００７） 
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資料５－６－①－１続き 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①－２ 

 

 
（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①―３ 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-31） 
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資料５－６－①―３続き 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①―４ 

 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-22） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学習・教育目標に基づいた教育課程を編成しており，一般科目と専門科目がバランスよく配置され

ている。また，講義，実習，実験等が教育の目的に照らして適切に配置されている。専攻科の特質を

活かした少人数制のもとで，対話・討論型授業，フィールド型授業が行われ，情報機器の活用によっ

て効果的に教育が行われている。教育の目的に照らして，教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫

がなされている。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 創造性を育む教育として，必修の「専攻科研究」をおき，デザイン能力など創造性を育む研究を重

視し，アイディアなどを実験ノートに記録している（資料５－６－②－１）。シラバスにおいても，

アイディアの創出・調査，実現，データ採取，評価・分析，考察，改善の研究サイクルを指示して訓

練を積ませている。そして，研究論文を作成し，研究成果を公開の場及び学会等で発表することを義

務としている（資料５－６－②－２）。 

 また，機械電気システム工学専攻は「創造工学演習」，物質工学専攻は「創造実習Ⅱ」において，

「与えられた課題に対し，構想から完成まで一貫した製作実験実習を体験して，創造力，デザイン能

力を身につける」ことを重視し，シラバスにも明示している（資料５－６－②－３～４）。また，イ

ンターンシップは必修科目であり，ＪＡＢＥＥ認定の修了条件に掲げ，全員に義務づけている。「企

業及び研究機関等にて２週間以上実習を行い，実践的技術力・研究開発力を養う」とシラバスにも明

示し，実習先評価表，実習報告書とそのプレゼンテーション資料で評価をしている（資料５－５－③

－２赤アンダーライン部参照，資料５－６－②－５～６）。 

 

観点５－６－② 資料一覧 

資料５－６－②－１ 実験ノート  （出典：平成18年度 学生実験ノート） 

資料５－６－②－２ 専攻科研究  （出典：平成19年度 シラバス，p．S-33） 

資料５－６－②－３ 創造工学演習，創造実習Ⅱ 

       （出典：平成19年度 シラバス，p．S-35，S-55） 

資料５－６－②－４ 創造工学演習紹介記事 

       （出典：平成18年12月15日 山形新聞記事） 

資料５－６－②－５ インターンシップ報告会プログラム 

       （出典：学生課資料） 

資料５－６－②－６ 専攻科インターンシップ評価 

       （出典：学生課資料） 
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資料５－６－②－１ 

実験ノート 

 
 

（出典：平成 18 年度 学生実験ノート） 
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資料５－６－②－２ 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p．S-33） 
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資料５－６－②－３ 
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資料５－６－②－３続き 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p．S-35，S-55） 
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資料５－６－②－４ 

 

 

（出典：平成 18 年 12 月 15 日 山形新聞記事） 
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資料５－６－②－５ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－②－６ 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 創造工学演習および創造実習Ⅱでは，アイディアの創出から製作・改良，プレゼンテーションまで

の一貫したものづくり教育を実施している。インターンシップは，必修科目とし企業等で２週間以上

の実務訓練を体験し，実践的な技術者育成のための有効な手段となっている。また，研究ノートによ

ってアイディアや検討事項などを書き留める習慣を身につけさせるなど，創造性を育む教育方法の工
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夫がなされている。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 教育課程の編成の趣旨に関しては，シラバスの巻頭部分に「専攻科の概要方針」，「学習上の留意

事項」を明示している（資料５－６－③－１）。 

 また，「学習・教育目標」，「評価方法」，「達成要件」をわかりやすく掲げており，個々の教科

毎に「授業の概要」を述べ，その授業が本校の学習・教育目標のどの分野に関連するかがわかるよう

になっている。関連科目や四半学期の授業内容，教科書等も明示し，学生にもわかりやすく記載して

おり，それに基づいて厳正に評価を行っている（資料５－６－③－２）。 

 シラバスは，すべての教科について作成し，教員ならびに学生に配布し，学生が有効に活用できる

ようにしている（資料５－２－②－３参照）。教員は，シラバスに基づいて授業を実施している。 

 

観点５－６－③ 資料一覧 

資料５－６－③－１ 「生産システム工学」の学習・教育目標 

         （出典：平成19年度 シラバス，p.17） 

資料５－６－③－２ 評価方法と基準  （出典：平成19年度 シラバス，p.S-10） 

        （出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－１ 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.17） 
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資料５－６－③－２ 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.S-10） 
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資料５－６－③－２続き 

 

平成17年度 成績評価シート（講義用） 

 

不開示情報 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスの内容は，具体的な達成目標，授業の内容，関連科目，評価方法と基準が明確に記載され，

評価得点の計算や予習を行うときなど，有効に活用できるよう配慮されている。また，授業アンケー

トの集計結果からもシラバスが有効に活用されていることがわかる。教員は，授業の進度や試験範囲

の確認などに活用している。 

 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 「専攻科研究」という教科をおき，指導教員の専門と関連した研究テーマが事前に提示され，その

中から教員と学生が討議しながら，学生の問題意識と能力に応じて一つのテーマが決められる（資料

５－６－②－２参照）。 

 学生は知識，技術，能力を統合して，創造力や応用力を発揮しながら自主的に問題解決に取り組め

るような指導体制で行っている。これらは，研究ノートをつけることで行われている（資料５－６－

②－１参照）。１年次の中間発表（資料５－７－①－１），２年次の最終発表（資料５－７－①－

２）が行われており，その際には専門を多少異にする複数の教員による質疑応答を含む審査が行われ，

そこでの指摘が研究に反映できるようになっている（資料５－７－①－３）。実際の研究では，指導

教員や技術職員との共同作業も多く，技術職員の教育機能も活用されている（資料５－７－①－４）。 

 なお，達成目標は準学士課程の卒業研究と同じであるが，その達成レベルは高度であり，以下の３

点が新たに要求される。１）研究について２回の公開発表会と最低１回の学会発表を行う（資料５－

６－②－２参照，資料５－７－①－５）。２）研究成果レポートを学位授与機構に提出して学位を取

得する（資料５－６－②－２参照）。３）論文に150語以内の英文要旨と５つのキーワードを記載す

る（資料５－６－②－２参照，資料５－７－①－６）。 

 

観点５－７－① 資料一覧 

資料５－７－①－１ 専攻科研究中間発表（出典：専攻科中間発表プログラム） 

資料５－７－①－２ 平成18年度専攻科研究最終発表会 

       （出典：学生課資料） 

資料５－７－①－３ 成績評価シート （出典：学生課資料） 

資料５－７－①－４ 製作依頼書  （出典：学生課資料） 

資料５－７－①－５ 学会発表リスト （出典：学生課資料） 

資料５－７－①－６ 研究論文  （出典：平成18年度 専攻科研究論文，p.１） 
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資料５－７－①－１ 

 

 
 

（出典：専攻科中間発表プログラム） 
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資料５－７－①－２ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－３ 

 

平成18年度 成績評価シート 

 

不開示情報 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－４ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－５ 

学会発表リスト 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－６ 

研究論文 

 

 

（出典：平成 18 年度 専攻科研究論文，p.１） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスには，研究を遂行する上での一連の流れが簡潔・明確に記載されており，これに基づいて

研究作業が行えるようにしている。研究内容の適切さは，各種学会等での発表によって裏付けられて

いる。また，研究における試験装置等の製作では，技術職員の協力のもと教育的機能が活用されてい

る。以上から，専攻科の学生を指導するのに適切な指導体制が十分に配慮されている。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 成績評価・単位認定規定や修了規定に関しては，「学則」，「専攻科の授業科目の履修等に関する

規程」及び専攻科研究や専攻科実験，学位授与やＪＡＢＥＥとの関係を定めた「専攻科の授業科目の

履修等に関する申し合わせ」として，組織として策定されており，これらの規程は，毎年の学生便覧

の配布により，全専攻科生に周知されている（資料５－８－①－１～２，資料５－５－③－１参照，

資料５－６－③－１参照）。これらはいずれも学生便覧に明示しており，学生には専攻科入学式後の

オリエンテーションや始業開始時に専攻科長が説明しており，２年生の７月に学位授与関係でガイダ

ンスを行っている（資料５－８－①－３）。 

 各授業科目の成績評価・単位認定は，シラバスに記載された評価方法と基準にしたがって行われて

おり，専攻科会議が確認報告書を作成し，教務委員会の承認を経て，最終的に校長が認定している

（資料５－８－①－４～５）。 

 

観点５－８－① 資料一覧 

資料５－８－①－１ 専攻科の修了及び成績評価・単位認定を別に定める規程 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.15～16） 

資料５－８－①－２ 専攻科の授業科目の履修等に関する申し合わせ 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.93～97） 

資料５－８－①－３ 学位授与等のガイダンス 

       （出典：ガイダンス資料） 

資料５－８－①－４ 専攻科修了判定資料（出典：平成 18 年度第 12 回教員会議議事録） 

資料５－８－①－５ プログラム修了判定表 

       （出典：教務委員会資料） 
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資料５－８－①－１ 

専攻科の修了及び成績評価・単位認定を別に定める規程 

（修了） 

第４５条 専攻科に２年以上在学し、所定の授業科目を履修し、６２単位以上を修得した者につい

ては、修了認定の審査を行う。 

２ 校長は、修了を認定した者に対し、所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得方法については、別に定める。 

（その他） 

第４７条 本章に定めるもののほか、専攻科に必要な事項は、別に定める。 

 

（出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.15～16） 

 

資料５－８－①－２ 
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資料５－８－①－２続き 
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資料５－８－①－２続き 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，pp.93～97） 
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資料５－８－①－３ 

学位授与等のガイダンス 

 
（出典：ガイダンス資料） 
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資料５－８－①－４ 

 

平成 18 年度第 12 回教員会議議事概要（抜粋） 

 

日 時 平成１９年３月１日（木)１５：３０～１６：００ 

場 所 会議室 

出席者  

  

 

議 題 

２．平成１８年度専攻科修了判定について 

 教務主事から、修了認定に当たって、専攻科会議で修了の原案が提出され、教務委員会で審

議し、資料２のとおり、機械電気システム工学専攻は１１名中修了要件未達成の１名及び休学

の１名を除く９名、物質工学専攻は７名中休学を除く６名が修了要件に該当するとの報告があ

り、了承された。 

 なお、ＪＡＢＥＥプログラムの修了認定については、学位審査が不合格であった■■■■■

を除く１４名について、教務委員会で承認した旨報告があった。 
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資料５－８－①－４続き 

 

 

（出典：平成18年度第12回教員会議資料） 
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資料５－８－①－５ 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価は，シラバスの評価方法と基準にしたがって実施している。単位認定専攻科修了は，規則

にしたがって実施されている。これらの評価・認定に関しては，入学時のオリエンテーションで学生

に周知しているとともに，必要に応じて各教員が随時説明をしている。さらに，教育プログラム修了

では，専攻科修了判定会議と併せて行っている。以上のことから，準学士課程および専攻科課程とも

に，成績評価，単位認定，修了認定は適切に実施されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・教育課程が体系的に編成・整備されている点。また，専攻科においては，さらに準学士課程から

の継続性が確保されており，教育の目的を達成するために適切なものになっていること。 

・インターンシップを奨励し，多くの学生が参加していること。 

・準学士課程では「創造実習」を４学科，専攻科課程においては「創造工学演習」および「創造実

習Ⅱ」を授業として盛り込んでおり，ものづくりを通したＰＢＬ型授業が積極的に行われ，創造

性を育む教育方法が図られていること。 

・シラバスは，授業内容，教科書，評価方法と基準等が適切に明示され，全教員・学生に周知され

ていること。さらに，教育課程編成の趣旨から逸脱していないか，あるいは内容が学生にわかり

やすいかを教育点検評価委員会がチェックし，教育改善委員会が書式等の改善を図っていること。 

・少人数制による実験・実習を行っており，指導教員の他に技術職員も各実験グループに所属し，

学生指導の充実を図っていること。 

 

（改善を要する点）  

  特になし 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

（準学士課程）  

 準学士課程は，教育の目標に基づいて各学科の専門科目と一般科目を効率よく修得できるよう体

系的に編成されている。低学年では一般科目を主とし，高学年になるにつれて専門科目が多くなる

ように科目の順次性，体系性に考慮してくさび形に配置している。授業では，教育の目的を達成す

るのに十分な教科書を使用している。 

 学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請には，それぞれに対応した教育課程の編成とな

っている。学生の多様なニーズに対応して，他の高等教育機関で修得した単位を認定する規程を設

け，英検の合格者，工場実習の学修者に対して所定の単位を認定している。留学生に対しては，日

本語等の補充教育を行っている。 

 教育においては，その目的に対応して講義，演習，実験・実習は，バランスのとれた適切な授業

形態となっている。学習指導では，習熟度別授業やコミュニケーションスキル教育などを実施した

り，特別指導の制度を導入して教育の内容に応じた種々の工夫がなされている。 

 シラバスは，学習・教育目標や概要，授業内容，達成目標，評価方法，教科書等などが明確であ

り，教員や学生は有効に活用している。シラバスは，全教員並びに学生に配布して周知している。
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教員は，毎年の授業開始時や必要に応じてシラバスによる説明を実施している。また，学生は学習

内容の確認や成績評価等の自己点検で活用している。 

 ＰＢＬ型授業である創造実習は，アイディアの創出から形にするまでの一連の作業を通して創造

性を育む教育を実践している。各学科では，工場実習を取り入れ，多くの学生が参加し，実践的技

術者の育成にインターンシップが活用されている。 

 成績評価・単位認定，進級・卒業認定は，学則や規程で明確にしている。これらは，学生便覧や

シラバスに明記され学生に周知している。成績評価は，シラバスに記載された「評価方法と基準」

に基づき厳正に行われている。単位認定，進級認定並びに卒業判定は，学年末の「進級判定会議」

並びに「卒業判定会議」において，全教員が参加して適切に行われている。 

 人間としての素養の涵養を図るために，特別活動，学校行事並びに学生が主体的に参加する行事

を設け，社会との関わりを身につけられるように配慮している。担任，学生委員会や教務委員会は，

お互いに連携をとって学生生活を支援し，人間としての素養の涵養が図られるよう配慮している。 

 

（専攻科課程）  

 専攻科は，準学士課程からのカリキュラムの連続性を確保するように科目が配置されており，準

学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっている。また，それぞれの科目は，専攻科の学

習・教育目標に沿っており，系統性，体系性が確保されている。専攻科の教育課程は，各専門分野

において学士の学位が取得できることから，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 学生の多様なニーズに対しては，他教育機関との単位互換制度の協定を結び，学生がより多くの

専門科目の選択肢を得られるように配慮している。インターンシップは，必修科目とし企業等で２

週間以上の実務訓練を体験し，実践的な技術を学べるようにしている。また，共通専門科目として

経営工学を設け，ＴＯＥＩＣの受験を義務化するなど，学術の発展動向や社会からの要請等に対応

した教育となっている。 

 授業は，教育の目的に照らして教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。授業

形態において，専攻科では少人数制による教育が行われている。授業は，講義形式の他，ゼミ形式

やプレゼンテーション形式などもあり，授業のバランスが適切に保たれている。情報機器を効果的

に活用した授業も実施している。 

 創造工学演習及び創造実習Ⅱでは，アイディアの創出から製作・改良，プレゼンテーションまで

の一貫したものづくり教育を実施している。専攻科研究では，アイディアや検討事項などの思考過

程や実験結果を研究ノートに記録する習慣を身につけさせることによって，創造性を育む教育方法

の工夫がなされている。 

 シラバスは，適切に整備されており，達成目標，授業の内容，関連科目，評価方法と基準が明確

に記載されている。また，研究を遂行する上での一連の流れを簡潔・明確に記載しており，これに

基づいて研究作業が行えるよう配慮されている。学生は，評価得点の計算や授業の予習などで有効

にシラバスを活用している。教員は，授業の進度，試験範囲や評価方法と基準の確認などで活用し

ている。 

 専攻科の学生の指導において，研究内容の適切さは，各種学会等での発表によって裏付けられて

いる。研究における試験装置等の製作では，技術職員の協力のもと教育的機能が活用されている。

これらから学生の指導は，適切な指導体制のもと十分に行われている。 

 成績評価は，シラバスの評価方法と基準にしたがって適切に実施されている。単位認定や専攻科
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修了は，規則にしたがって適切に実施されている。これらの評価・認定に関しては，入学時のオリ

エンテーションで学生に周知していると共に，必要に応じて各教員が随時説明をしている。さらに，

教育プログラム修了では，専攻科修了判定会議と併せて適切に行っている。 

 

 


